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第
四
十
三
回    

神
奈
川
県

造
園
業
協
会
通
常
総
会
が
五
月

三
十
日
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン

に
於
い
て
出
席
者
百
四
十
二
名

委
任
状
二
百
五
十
名
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
胡
副
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
髙
橋
副
会
長
の
開
会
の
言

（一社）神奈川県造園業協会

第43回   通 常 総 会 開 催

葉
、
続
い
て
小
山
会
長
挨
拶
後

に
、
第
四
十
一
回
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
技
能
功
労
者
十
一
名

を
代
表
し
て
㈲
村
木
園　

村
木

健
一
様
、
優
秀
技
能
者
二
十
七

名
を
代
表
し
て
㈱
大
和
園　

田

代
章
生
様
、
青
年
優
秀
技
能
者

七
名
を
代
表
し
て
吉
川
産
業
㈱ 

水
口
瞳
様
に
記
念

品
、
賞
状
が
小
山
会

長
よ
り
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
定
款
第

一
七
条
の
規
定
に
よ

り
小
山
会
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、
第
一

号
議
案
平
成
二
十
八

年
度
収
支
決
算
報
告

及
び
監
査
報
告
が
一

括
審
議
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
第
二
号
議
案
役
員
選

任
議
案
が
提
案
審
議
さ
れ
、
満

場
一
致
を
も
っ
て
理
事
・
監
事

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。　

　

続
い
て
、
総
会
を
暫
時
休
憩

し
て
理
事
互
選
に
よ
る
会
長
・

副
会
長
選
出
の

た
め
の
第
一
回

理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
総
会
再

開
後
足
立
原
選

出
委
員
長
よ
り

全
会
一
致
を

も
っ
て
、
会
長

に
小
山
俊
一
氏

が
再
任
、
副
会

長
に
髙
橋
克
明

氏
、
甘
利
憲
一

氏
が
再
任
、
川

田
秀
一
氏
、
松

倉
仁
様
が
新
任
さ
れ
た
旨
の
報

告
が
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
報
告
事
項
と
し
て

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
及

び
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報

告
書
が
一
括
報
告
さ
れ
、
次
に

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
に
つ
い
て
一
括
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
の
度
退
任
さ
れ

ま
す
役
員
六
名
の
方
々
に
対

し
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
言

葉
が
添
え
ら
れ
て
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
川
田
・
松
倉
新
副

会
長
に
よ
る
就
任
挨
拶
、
甘
利

副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
通
常

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

技能功労者　村木健一氏優秀技能者　田代章生氏

青年優秀技能者　水口  瞳氏

退任役員　髙橋更一副会長新任副会長　川田秀一・松倉  仁氏

神造協出展作品
金賞・日本造園建設業協会会長賞

　

本
日
は
大
変
ご
多
用
の
中
、

多
数
の
会
員
の
皆
様
に
ご
臨
席

賜
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
協
会
の
事

業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は

ま
フ
ェ
ア
が
間
も
な
く
閉
会
と

な
り
ま
す
が
、
横
浜
市
で
は

開
催
期
間
中
の
来
場
者
数
を

５
０
０
万
人
と
見
込
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
既
に
５
０
０
万
人

を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
大
盛
況

ぶ
り
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

大
変
良
か
っ
た
、
良
か
っ
た
が

95
％
超
え
る
結
果
が
出
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
に
造
園
業
協
会

と
し
て
も
、
庭
園
部
会
・
教
育

研
修
委
員
会
を
中
心
に
、
庭
守

の
皆
様
の
協
力
も
得
て
、
日
本

庭
園
、自
然
と
の
協
調
「
一

滴
の
水
か
ら
」
を
出
展

し
、
金
賞
、
日
本
造
園
建

設
業
協
会
会
長
賞
を
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
多
く
の
会
員
の
皆
様

も
出
展
し
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
㈱
貝
塚
造
園
様
に

お
い
て
は
、
国
土
交
通
大

臣
賞
と
い
う
非
常
に
名
誉

あ
る
賞
を
受
賞
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
日
造
協
神
奈
川
県
支

部
に
お
い
て
も
県
知
事
賞
と
い

う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
２
０
１
９
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
決
勝
戦

の
横
浜
開
催
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

お
い
て
、
半
世
紀
ぶ
り
に
セ
ー

リ
ン
グ
競
技
が

江
の
島
で
開
催

さ
れ
る
な
ど
、

み
ど
り
豊
か
な

美
し
い
神
奈
川

県
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
と
捉

え
て
お
り
ま

す
。

　

造
園
業
界
に

と
り
ま
し
て
実

体
経
済
は
依
然

と
厳
し
く
、
景

気
回
復
が
実
感

で
き
る
の
は
ま

だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済

環
境
の
中
で
、
神
奈
川
県
造
園

業
協
会
は
、
み
ど
り
の
専
門
業

者
と
し
て
、
協
会
の
使
命
で
あ

る
造
園
・
緑
化
の
健
全
な
発
展

と
都
市
緑
化
の
整
備
を
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
少
子
高
齢
化
が
進

展
す
る
中
で
、
次
世
代
を
担
う

造
園
人
の
養
成
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
寛
容
で

あ
る
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
為
に

皆
様
と
手
を
携
え
て
、
公
園
緑

地
・
庭
園
・
県
域
青
年
部
会

の
３
部
会
、
総
務
厚
生
・
情

報
・
教
育
研
修
・
樹
木
資
材
委

員
会
の
４
委
員
会
の
活
性
化
を

図
り
、
造
園
業
界
で
働
く
人
々

が
明
る
い
未
来
と
希
望
が
も
て

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

そ
の
後
「
み
ど
り
を
創
り
、

育
て
る
」
集
い
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た

（　）一社

小山会長挨拶

小
山
会
長
挨
拶
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神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

通
常
総
会
が
五
月
三
十
日
、
ホ

テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

蛭
田
議
長
の
も
と
、
第
一
号

議
案
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報

告
及
び
会
務
報
告
、
第
二
号
議

案
平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算

報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、

　

続
い
て
、
第
三
号
議
案
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
第
四
号
議
案
平
成
二
十
九

年
度
予
算
（
案
）
が
一
括
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
五
号
議
案
役
員

選
任
議
案
が
提
案
審
議
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
正
副
理
事
長
選
出
の

た
め
の
第
一
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
渡
邊
選
出
委
員
長
の
も
と

審
議
さ
れ
、
理
事
長
に
甘
利
憲

一
氏
が
再
任
さ
れ
、
副
理
事
長

に
長
谷
川
寿
雄
氏
、
村
木
健
一

氏
が
再
任
さ
れ
、
遠
藤
幸
雄
氏

が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
報
告
事
項
横
浜
傷
害

火
災
㈱
代
表
取
締
役
小
倉
均
の

保
険
料
不
正
流
用
対
応
状
況
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
こ
の
度
退
任
さ
れ

ま
す
六
名
の
方
々
に
対
し
感
謝

と
敬
意
を
表
す
る
言
葉
が
添
え

ら
れ
て
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
遠
藤
副
理
事
長

の
新
任
挨
拶
、
甘
利
理
事
長
、

長
谷
川
・
村
木
副
理
事
長
の

再
任
挨
拶
、
蛭
田
前
副
理
事

長
の
退
任
挨
拶
後
、
古
川
理

事
に
よ
る
閉
会
挨
拶
で
総
会

は
修
了
し
、
そ
の
後
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
和
や
か
な
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
甘
利
理
事
長
挨
拶

　

組
合
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
組
合
の
事
業
運
営
に
対
し

ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
ご

指
導
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
協
会
の
運

営
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
グ
ル
ー
プ
共
済
制

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
に
制
度
が
発

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

 
平
成
二
十
九
年
通
常
総
会
開
催

　

五
月
三
十
日
第
四
十
一
回
通

常
総
会
が
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
総
務
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
田
口
副
支
部
長
の

開
会
の
言
葉
、
山
田
支
部
長
挨

拶
の
後
、
支
部
規
定
に
よ
り
山

田
支
部
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
第
一
号
議
案
平
成
二
十
八

年
度
会
務
報
告
及
び
事
業
報

告
、
第
二
号
議
案
平
成
二
十
八

年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、報
告
事
項
と
し
て
、

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
、

平
成
二
十
九
年
度
収
支
予
算
が

報
告
さ
れ
、
髙
橋
副
支
部
長
の

閉
会
挨
拶
で
通
常
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　
　

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神

奈
川
県
支
部
主
催
の
「
第
十
回

か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
表
彰
式
が
五
月
三
十

日
、
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
十
回
目
を
数
え
、

一
五
二
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
藤
井
英
二
郎
千
葉
大
学
名

誉
教
授
、
大
河
原
雅
彦
元
神
奈

川
新
聞
写
真
部
長
、
山
田
支
部

長
の
審
査
員
に
よ
り
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
各
一
点
、
入
選
五

点
、
佳
作
十
点
、
特
別
賞
と
し

て
神
奈
川
県
知
事
賞
、
神
奈
川

最優秀賞「剪定作業」

日造協神奈川県支部出展作品
金賞　神奈川県知事賞

山田支部長挨拶

　
山
田
支
部
長
挨
拶

　

幹
事
の
皆
様
、
委
員
会
の
皆

様
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
、
こ

の
一
年
間
、
神
奈
川
県
支
部
活

動
を
支
え
て
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
会
員
数
も
２
社
加
わ
り
全
国

一
の
会
員
数
を
誇
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
街
路
樹
剪

定
士
も
１
０
４
９
名
と
な
り
、

こ
れ
も
全
国
最
多
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
し
て
、
第
33
回
全
国
都
市

県
議
会
議
長
賞
、
街

路
樹
剪
定
優
秀
賞
等

二
十
作
品
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
大
河
原

審
査
委
員
よ
り
各
賞

の
講
評
が
述
べ
ら

れ
、
続
い
て
表
彰
式

に
移
り
、
山
田
支
部

長
よ
り
、「
剪
定
作

業
」
最
優
秀
賞
を
小
髙
紘
佑

氏
、「
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
の

並
木
道
」
優
秀
賞
を
齊
藤
芳
正

氏
に
、
続
き
各
賞
に
賞
状
と
賞

金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
小
髙

氏
の
作
品
は
、「
偶
然
に
出
会
っ

た
光
景
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
作
業
の
関
係
者
で
し
ょ
う

か
。
構
図
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
も
的
確
で
作
者
の
視
点
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
一
見
、
当

た
り
前
の
よ
う
な
風
景
で
す

が
、
写
真
の
上
半
分
が
こ
の
作

緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
に
お
き

ま
し
て
、
出
展
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
、
神
奈
川
県
支
部
も

応
募
し
、「
日
本
の
こ
こ
ろ
・

庵
の
あ
る
庭
」と
題
し
ま
し
て
、

㈱
植
藤
の
石
川
龍
二
さ
ん
に
精

魂
込
め
て
お
造
り
い
た
だ
き
、

見
事
神
奈
川
県
知
事
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。
秋
篠
宮
両
殿

下
ご
臨
席
の
も
と
四
月
二
十
六

日
に
行
わ
れ
た
「
全
国
都
市
緑

化
祭
」
の
席
上
に
お
き
ま
し
て

表
彰
さ
れ
る
名
誉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
緑
化
フ
ェ
ア

に
あ
わ
せ
て
、
四
月
十
九
日

に
は
「
全
国
技
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
関
内
ホ
ー
ル
で
、
翌

四
月
二
十
日
に
は
「
平
成

二
十
九
年
度
総
支
部
長
支
部
長

合
同
会
議
」
並
び
に
、「
花
と

み
ど
り
の
集
い
」
を
ホ
テ
ル

横
浜
ガ
ー
デ
ン
で
、
翌
四
月

二
十
一
日
に
は
、
全
国
か
ら
お

こ
し
に
な
っ
た
皆
様
を
、
港

ガ
ー
デ
ン
会
場
主
体
に
ご
案
内

し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
視
察
研

修
に
お
い
て
も
、技
術
委
員
会
、

総
務
委
員
会
、
事
務
局
の
皆
さ

ん
に
一
生
懸
命
会
場
選
定
か
ら

段
取
り
ま
で
全
部
や
っ
て
い
た

だ
き
、
全
国
の
皆
様
に
喜
ん
で

帰
っ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
、神
奈
川
県
支
部
で
は
、

昭
和
五
十
一
年
七
月
十
六
日
設

立
以
来
四
十
周
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。
四
十
年
の
歩

み
を
し
っ
か
り
と
書
き
留
め
、

記
念
誌
を
作
成
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
社 

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県
支
部

   

第
四
十
一
回
通
常
総
会
開
催

品
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
青

空
を
背
景
に
伸
び
る
枝
と
黄
色

の
安
全
着
を
着
用
し
た
剪
定
す

る
作
業
員
の
姿
が
変
化
に
富
ん

で
い
ま
す
。
画
面
左
の
信
号
機

は
作
品
の
構
図
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
伸
び
た

梯
子
は
印
象
的
で
す
。
青
空
は

こ
の
作
業
風
景
を
生
か
し
て
く

れ
ま
し
た
。
天
の
配
剤
で
す
。」

と
選
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
横
浜
並
び
に
相
武

国
道
事
務
所
、
神
奈
川
県
・
横

浜
市
・
川
崎
市
・
神
奈
川
新
聞

社
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

横
浜
放
送
局
の
後
援
を
得
て

「
第
十
一
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
多

数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

「
第
十
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

表
彰
式
開
催

甘利理事長挨拶

最優秀賞を受賞した小髙紘佑氏

大河原審査委員より講評

足
さ
れ
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
十
一
年
六
月
に
創

設
し
た
労
災
上
乗
せ
等
の
総
合

補
償
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
二
十
三
年
十
月
に
横
浜
傷

害
火
災
㈱
代
表
取
締
役
小
倉
均

に
よ
る
保
険
料
流
用
が
発
覚

し
、
皆
様
方
に
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。現
在
は
、

保
険
料
の
支
払
い
等
、
組
合
の

保
険
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
皆

様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
円
滑

に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
労
働
災
害
に
対
す

る
関
心
と
対
策
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
、
共
済
制
度
並
び
に

総
合
補
償
制
度
の
充
実
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

（　）一社

（　）
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神
奈
川
県
造
園
業
協
会
労

働
保
険
事
務
組
合
総
会
が
六
月

十
二
日
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン

に
於
い
て
出
席
者
二
十
名
委
任

状
三
十
通
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
島
事
務
局
長
の
司
会
で
始

ま
り
長
谷
川
副
会
長
が
開
会
の

言
葉
を
述
べ
、
岸
会
長
が
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
則
第
十
五
条
三
に
よ
り
、

岸
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

第
一
号
議
案
平
成
二
十
八
年
度

事
業
報
告
、
次
に
第
二
号
議
案

平
成
二
十
八
年
度
決
算
報
告
及

び
監
査
報
告
が
審
議
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
三
号
議
案
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
会
長
に
岸
純

一
氏
が
再
任
さ
れ
、
副
会
長
に

長
谷
川
寿
雄
氏
が
再
任
さ
れ
、

井
上
友
二
氏
が
新
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
、
次
に

平
成
二
十
九
年
度
収
支
予
算
に

つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
こ
の
度
退
任
さ
れ

ま
す
小
川
時
男
副
会
長
に
対
し

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集
い
開
催

　

第
四
十
三
回
神
奈
川
県
造
園

業
協
会
通
常
総
会
・
第
四
十
一

回
日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈

川
県
支
部
通
常
総
会
終
了
後
、

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、

育
て
る
」
集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
神
奈
川
県

造
園
業
協
会
の
役
員
改
選
に
よ

り
会
長
に
再
任
さ
れ
た
小
山

会
長
、
髙
橋
副
会
長
、
甘
利
副

会
長
、
新
任
さ
れ
た
川
田
副
会

長
、
松
倉
副
会
長
が
紹
介
さ

れ
、
代
表
し
て
小
山
会
長
よ
り

挨
拶
、
続
い
て
、
日
本
造
園
建

設
業
協
会
神
奈
川
県
支
部
の

山
田
支
部
長
よ
り
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ

い
た
神
奈
川
県
副
知
事
浅
羽
義

里
様
よ
り
、
今
、
全
国
都
市
緑

化
よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
、
本
当
に
多
く
の
方
が
訪
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
協
会

の
方
々
に
も
県
庁
の
前
の
花
壇

に
素
晴
ら
し
い
作
品
を
展
示
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

さ
に
皆
様
の
卓
越
し
た
技
術
力

と
日
頃
の
努
力
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
に
は
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝
戦

が
、
次
の
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

先
に
は
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
い

う
も
の
が
、
こ
の
神
奈
川
・
横

浜
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
皆
様
を

お
迎
え
す
る
の

は
都
市
の
緑
で

あ
り
ま
す
。
街

路
樹
を
見
る
に

つ
け
て
も
本
当

に
涼
や
か
に
緑

豊
か
な
街
路
樹

が
出
来
上
が
っ
て
ま

す
が
、
こ
れ
も
街
路

樹
剪
定
士
の
方
々
の

ご
努
力
の
お
か
げ
で

あ
り
ま
す
。
県
と
し

て
も
街
路
樹
剪
定
士

の
方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
ま

し
て
、
皆
様
を
も
て
な
す
力
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

次
い
で
第
百
十
代
佐
藤
光
神

奈
川
県
議
会
議
長
よ
り
、
こ
の

会
に
く
れ
ば
私
も
会
員
の
一
人

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
前
、
小
山
会
長
に

「
根
っ
こ
を
回
す
の
は
植
木

屋
の
専
売
特
許
だ
」
と
い

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

是
非
今
日
お
集
ま
り
の

先
生
方
は
、
当
局
の
方
を

し
っ
か
り
と
根
っ
こ
で
地

固
め
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
将

来
的
に
神
奈
川
の
緑
が
発
展
し

て
い
く
、
そ
ん
な
こ
と
を
申
し

上
げ
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

次
い
で
、
神
奈
川
県
議
会
自

民
党
み
ど
り
の
会
出
席
者
の
紹

介
後
、
み
ど
り
の
会
を
代
表
し

て
持
田
文
男
会
長
よ
り
、

　

日
頃
よ
り
皆
様
方
に
は
、
神

奈
川
の
緑
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

一
年
も
二
年
も
前
か
ら
芽
が

な
ん
と
か
ふ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
緑
と
い
う
の
は
落
ち

着
き
を
増
す
ん
で
あ
る
。
専

門
家
の
皆
様
方
の
お
声
そ
の

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
皆

様
方
に
い
つ

も
技
術
力
を

発
揮
し
て
い

た
だ
い
て
い

る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
後

継
者
の
技
術

力
の
向
上
で

は
、
造
園
技

能
士
試
験
の
前
の
講
習
会
に
お

い
て
若
い
方
々
に
、
し
っ
か
り

と
技
術
を
継
承
し
て
い
こ
う
と

い
う
皆
様
方
の
お
気
持
ち
を

神
奈
川
の
為
に
お
貸
し
頂
き
、

若
い
後
継
者
に
伝
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

我
々
も
行
政
と
と
も

に
、
ま
た
、
議
会
の

立
場
か
ら
し
っ
か
り

と
応
援
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り

も
活
力
あ
る
神
奈
川

創
り
に
向
け
て
の
ご

尽
力
を
期
待
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

次
い
で
、
県
幹
部

職
員
、
関
係
団
体
の

来
賓
紹
介
に
続
き
、
公
益
財
団

法
人
神
奈
川
県
公
園
協
会
理
事

長
池
守
典
行
様
の
乾
杯
の
発
声

で
懇
親
会
が
進
み
、そ
の
中
で
、

今
回
の
全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は

ま
フ
ェ
ア
に
合
わ
せ
て
誕
生
し

た
神
造
協
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
（
名
前
を
募
集
中
）
が

紹
介
さ
れ
る
な
ど
和
や
か
な
懇

親
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

労
働
保
険
事
務
組
合
総
会
開
催

役員改選後の正副会長の皆様

浅羽神奈川県副知事挨拶

佐藤神奈川県議会議長挨拶

神
造
協
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
紹
介

持田神奈川県議会自民党みどり会会長挨拶

退任小川時男副会長へ感謝状の贈呈

岸会長挨拶

感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
言
葉
が

添
え
ら
れ
て
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
で

本
日
予
定
さ
れ
た
議
事
の
審
議

及
び
報
告
事
項
が
終
了
し
、
総

会
は
滞
り
な
く
閉
会
し
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開

か
れ
、
皆
様
、
親
睦
を
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
労
災
事
故
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。
無
事
故
で

安
心
な
職
場
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

労働保険事務組合役員一覧表

役職名 氏名 支部名 事業所名

会　長 岸　　純一 緑   ・ 東 　㈱貝塚造園

副会長 井上　友二 神 奈 川 　井上園

副会長 長谷川寿雄 戸 塚 　㈲正進園

理　事 鳥海　　務 保 土 ヶ 谷 　㈱笹山植木

理　事 吉田　志郎 横 浜 南 　㈲吉田造園

理　事 村木　健一 川 崎 北 　㈲村木園

理　事 小山　俊一 湘 南 東 　㈱やまなか園建設

理　事 遠藤　幸雄 湘 南 西 　㈲遠藤商事

監　事 瀧川　隆雄 鶴 見 　㈱滝川園

監　事 笠原三貴也 横 浜 港 南 　㈱港南植木ガーデン

（　）一社

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集
い
開
催
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相談役 岸本　和好 鶴見 冨士造園㈱
相談役 鈴木　一松 旭 ㈱みやした園芸
相談役 石川　龍二 相模原 ㈱植藤

協会役員一覧表
役職名 氏　名 支部名 事業所名
会　 長 小山　俊一 湘 南 東 ㈱やまなか園建設
副会長 川田　秀一 港　　 北 川田造園
副会長 松倉　　仁 神 奈 川 一造園土木㈱
副会長 髙橋　克明 川　 崎　 南 ㈱植春造園
副会長 甘利　憲一 県　　　 央 ㈱甘利園
理　 事 瀧川　隆雄 鶴　　　 見 ㈱滝川園
理　 事 岸　　純一 緑   ・ 東 ㈱貝塚造園
理　 事 小出　正治 緑   ・ 南 小出造園
理　 事 小川名　眞 旭 ㈲番場園
理　 事 常盤　英明 保 土 ヶ 谷 常盤造園㈱
理　 事 相澤　正章 瀬　　　 谷 東都造園㈱
理　 事 生駒　隆一 戸　　　 塚 生駒造園土木㈱
理　 事 横山　一平 戸　　　 塚 ㈲横山植木
理　 事 大胡周一郎 金沢 ･ 磯子 植周造園㈱
理　 事 内田　悟史 横 浜 中 央 ㈱大匠緑化建設
理　 事 金子　篤司 横 浜 南 植篤造園
理　 事 荒井　秀利 横 浜 港 南 アライグリーン㈱
理　 事 村木　健一 川 崎 北 ㈲村木園
理　 事 古川　　香 横 須 賀 古川園芸㈱
理　 事 永井　清孝 湘 南 東 ㈲シーランド造園
理　 事 岡部　一郎 湘 南 西 ㈱東開造園土木
理　 事 原　　茂弘 湘 南 西 ㈲原造園
理　 事 冨田　　改 藤　　　 沢 ㈱湘南グリーンサービス
理　 事 足立原哲男 県　　　 北 足立原造園土木㈱
理　 事 座間　浩一 相 模 原 ㈲座間造園
専務理事 中島　　忠 本 部 扱 事務局
監　 事 野村　直樹 港　　　 北 奈良造園土木㈱
監　 事 新倉　　治 本   部   扱 青木税理士事務所

支部長一覧
支部名 氏　　名 事業所名

鶴　　　 見 杉本　健一 　㈱杉本造園
港　　　 北 青木　　治 　㈲アオキグリーン
緑　・ 西 今西　　稔 　庭匠今西園
神 奈 川 早坂　清昭 　早坂緑化㈱

旭 佐藤三代治 　㈲佐藤造園企画
保 土 ヶ 谷 常盤　英明 　常盤造園㈱
瀬 谷 佐藤　吉伯 　宮沢園
戸　　　 塚 石井　直樹 　石井造園㈱
金沢 ･ 磯子 渡邊　　宏 　渡邊造園
横 浜 中 央 江原　　勲 　㈱植勘
横 浜 南 粟飯原吉伸 　㈱濱田園
横 浜 港 南 望月　俊宏 　㈲エムテックグリーン
川 崎 南 齋藤　三郎 　ダイシ造園㈱
川 崎 北 越畑　好夫 　㈱相光園
横 須 賀 谷本　俊一 　谷本緑化㈱
湘 南 東 梅澤　保雄 　㈲庭匠・梅澤
湘 南 西 原　　茂弘 　㈲原造園
藤　　　 沢 吉川　　誠 　吉川産業㈱
県　　　 央 加藤　政弘 　㈱厚木植木
県　　　 北 近内　和彦 　㈱緑建
相　模　原 梶浦　義昭 　㈱植義

組合役員一覧表
役職名 氏　名 支部名 事業所名
理事長 甘利　憲一 県　　　 央 ㈱甘利園
副理事長 長谷川寿雄 戸　　　 塚 ㈲正進園
副理事長 村木　健一 川 崎 北 ㈲村木園
副理事長 遠藤　幸雄 湘 南 西 ㈲遠藤商事
理　事 新堀　　博 鶴 　 見 新堀園
理　事 中山　鋭一 港 　 北 ㈲中山造園資材
理　事 大久保　明 緑　・ 東 丸子園
理　事 土志田康浩 緑　・ 西 土志田園
理　事 工藤　豊治 緑　・ 北 三和造園土木㈱
理　事 岩岡　義明 緑　・ 南 東農園
理　事 井上　友二 神 奈 川 井上園
理　事 藤巻　司郎 神 奈 川 藤造園建設㈱
理　事 木下　治郎 旭 木下造園
理　事 田野井　茂 保 土 ヶ 谷 田野井造園㈱
理　事 髙橋　更一 瀬　　　 谷 小島造園㈱
理　事 石井　直樹 戸　　　 塚 石井造園㈱
理　事 渡邊　　宏 金沢 ･ 磯子 渡邊造園
理　事 新井　　聡 横 浜 中 央 ㈱アライ・ランドスケーピング
理　事 吉田　志郎 横 浜 南 ㈲吉田造園
理　事 荒井　秀利 横 浜 港 南 アライグリーン㈱
理　事 遠藤　光哉 川 崎 南 千鳥造園工事㈱
理　事 古川　　香 横 須 賀 古川園芸㈱
理　事 三井　悠示 湘 南 東 相模庭苑㈱
理　事 入内島　茂 藤　　　 沢 ㈱高倉園グリーンセンター
理　事 飯島　正一 県　　　 央 ㈱庭司苑
理　事 荒井　敏行 県　　　 北 ㈱ヤマシゲ
理　事 石川　正典 相　 模　 原 ㈱植藤
専務理事 中島　　忠 本   部   扱 事務局
監　事 鳥海　　務 保 土 ヶ 谷 ㈱笹山植木
監　事 越畑　好夫 川 崎 北 ㈱相光園

◎部会長・委員長
○副部会長・副委員長

総務･厚生委員会委員一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴　　　 見 加山　善広 ㈲好樹園
港　　　 北 伊藤　一弘 伊藤造園
緑　・ 東 皆川　善康 ㈲皆川園
緑　・ 北 倉本　澄夫 ㈱倉本造園
神 奈 川 早坂　清昭 早坂緑化㈱

旭 高橋　伸二 ㈱高橋造園
旭 齋地　　亘 ㈲ウィステリアグリーン

保 土 ヶ 谷 田野井　章 田野井造園㈱
保 土 ヶ 谷 保坂　英司 都市総合緑地㈱
瀬　　　 谷 相澤　豊樹 ㈲相豊造園
戸　　　 塚 石井　　豊 緑華園
戸　　　 塚 牧野　　博 ㈲マキノ造園
金沢 ･ 磯子 中村圭二郎 西武造園㈱神奈川支店
横 浜 中 央 江原　　勲 ㈱植勘
横 浜 南 粟飯原吉伸 ㈱濱田園
横 浜 港 南 鈴木　一郎 古翠園
川 崎 南 野村　　強 野村造園建設㈱
川 崎 北 ◎三田　伸裕 ㈲三田植木
横 須 賀 能重　勝紀 ㈲能重組
湘 南 東 徳増　元治 四国庭石㈱
湘 南 西 桑原　宣基 湘南造園㈱
藤　　　 沢 ○松本　　学 ㈲松本造園土木
県　　　 央 ○秋島　寛隆 ㈲秋島庭園
県　　　北 石井　敏明 ㈲明葉造園
相　模　原 ○大木　　繁 髙橋造園㈱
相　模　原 内山　光明 ㈱植光造園

情報委員会委員一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴　　　 見 前田　陽介 俊庭園
神 奈 川 平本　俊満 ㈲平本造園

旭 櫻井　秀則 櫻井造園土木㈱
瀬　　 谷 小林　新一 ㈱小林園
戸　　　 塚 木下　　透 ㈲木下庭園管理
戸　　　 塚 ○七澤　久信 ㈱信栄
金沢 ･ 磯子 石井　康明 山葉造園
横 浜 中 央 ○濱島　千歳 ㈱ダイヤ緑地
横 浜 港 南 武山　雅義 ㈲野庭園
川 崎 南 髙塚　　星 ㈱愛花園
川 崎 北 手塚　賀久 ㈱泉樹園
川 崎 北 畑中　秀和 ㈲潮見台グリーン
横 須 賀 川手　　仁 ㈱花山
湘 南 東 ◎犬山　清史 湖南造園㈱
湘 南 西 近藤　　亮 ㈱足柄グリーンサービス
藤　　　 沢 神谷　雅昭 ㈲神谷造園
県　　　 央 難波真奈美 難波造園㈱
県　　　 北 大熊　直人 湘南植木㈲
相　模　原 小山　直樹 ㈲小山造園
相　模　原 本多　　裕 ㈱相模植木

教育研修委員会委員一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴　　　 見 加山　徳樹 ㈲幸徳園
港　　　 北 大貫　英樹 大樹園
緑   ・ 西 荒川　昭男 ㈲庭工荒川
神 奈 川 今泉　健寿 ㈱環境造園

旭 相田　　昇 ㈱みやした園芸
保 土 ヶ 谷 岩本　義博 ㈲植正岩本園
戸　　　 塚 ○三枝木寛也 大黒屋三枝木ガーデン
戸　　　 塚 池田　　馨 ㈲池田造園
金沢 ･ 磯子 大胡　隆典 植周造園㈱
横 浜 中 央 荒井　恒介 アライ園
横 浜 南 ○川島　一平 川島造園
川 崎 北 吉垣　智士 ㈲吉垣緑地施設
川 崎 北 網野　秀彰 ㈱グリーンビルド
横 須 賀 石原　宏行 ㈱森崎ガーデン
湘 南 東 三井　悠示 相模庭苑㈱
湘 南 西 大澤　正男 ㈲植勘大沢造園
藤　　　 沢 内野　雅司 内野造園
県　　　 央 内田　卓弘 ㈱内田造園
県　　　 北 小菅　泰浩 ㈲泰成緑地建設
相　模　原 和田　正博 ㈲司緑化建設
本　部　扱 髙橋　雅雄 講師委嘱
本　部　扱 ◎内藤　研二 講師委嘱
本　部　扱 冨田　　改 講師委嘱
本　部　扱 青木　司光 講師委嘱
本　部　扱 芦垣　明彦 講師委嘱

樹木・資材委員会委員一覧
支部名 氏　名 事業所名

港　　　 北 ○小嶋　康照 正中屋
緑   ・ 東 小島　喜一 小島園芸センター
緑   ・ 西 白井　拡幸 ㈲庭幸
神 奈 川 椿　　　勉 椿園

旭 ◎柏木　武司 柏木園芸
瀬　　 谷 佐藤　吉伯 宮沢園
戸　　　 塚 金子　敏明 ㈲共信産業
戸　　　 塚 石井美智雄 石井農園
金沢 ･ 磯子 長岡　孝信 ㈱並木園
横 浜 中 央 内田　悟史 ㈱大匠緑化建設
横 浜 南 石田　　誠 ㈱誠和緑化
川 崎 南 高橋　和浩 ㈲高橋造園
川 崎 北 手塚　賀久 ㈱泉樹園
湘 南 東 中田　博之 ㈱登志ま園
湘 南 西 ○内田　博文 ㈲小田原植木
県　　　 北 風間　成浩 風間造園
相　模　原 加藤　一三 ㈲加藤工業

公園緑地部会幹事一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴　　　 見 ◎原田　満久 ㈱グリーンケア
港　　　 北 渡邉　孝二 ㈱錦光園
緑　・ 東 岸　　純一 ㈱貝塚造園
緑　・ 西 村田　典生 ㈲緑生園
緑　・ 北 ○田代　章生 ㈱大和園
神 奈 川 小山田照蔵 一造園土木㈱

旭 髙橋　　卓 ㈱泰山園
旭 前田　　薫 ㈱鶴松

保 土 ヶ 谷 冨永　淳司 ニホンターフメンテナンス㈱
瀬　　　 谷 堀江　伸吾 堀江造園㈱
戸　　　 塚 北村　善輝 ㈱きたむら園
戸　　　 塚 藤白　幸一 ㈱港薬品造園
金沢 ･ 磯子 ○上岡　　誠 横浜緑地㈱
横 浜 中 央 内田　悟史 ㈱大匠緑化建設
横 浜 中 央 岡本　　満 ㈱ダイヤ緑地
横 浜 南 佐々木　伸 横浜植木㈱
横 浜 港 南 福本　正夫 ㈱福本園芸
川 崎 南 井上　雅博 ㈱井上植木
川 崎 南 野村　泰助 野村造園建設㈱
川 崎 北 三家　恵伍 ㈱みつや園
川 崎 北 山田　太一 ㈱相光園
横 須 賀 天野　　久 ㈱日本緑花造園
湘 南 東 平川　陽一 平川造園土木㈱
湘 南 西 ○関野　秀則 ㈱足柄グリーンサービス
藤　　　 沢 佐野　　洋 ㈱佐野造園土木
藤　　　 沢 神谷　雅昭 ㈲神谷造園
県　　　 央 井上　富雄 森下造園㈱
県　　　 北 芝口　正美 ㈲綾瀬造園土木
相　模　原 萩原　昌也 ㈱大萩造園
相　模　原 八木　秀和 ㈲八木園芸
相　模　原 小山　善弘 ㈲植勇造園

庭園部会幹事一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴　　　 見 杉本　正夫 ㈲鶴見緑化
港　　　 北 中山　鋭一 ㈲中山造園資材
緑　・ 東 ○神之薗文男 ㈲神之園
緑　・ 南 岩間　一夫 ㈲岩間造園
緑　・ 西 森　　照征 青葉台ガーデナー
緑　・ 北 飯嶌　貞芳 飯嶌園
神 奈 川 横山　康雄 中山造園

旭 葛籠貫　輝 赤坂造園㈲
保 土 ヶ 谷 ○鳥海　　務 ㈱笹山植木
瀬　　　 谷 小川　弘樹 あきやま園
戸　　　 塚 石川　譲二 ㈲石川造園
戸　　　 塚 長瀬　悦雄 ㈲いしはら造園
金沢 ･ 磯子 大胡真一郎 大胡造園
金沢 ･ 磯子 米山　拓未 ㈱米山庭苑
横 浜 中 央 小林　哲也 ㈱アートグリーン溝口造園
横 浜 南 川﨑　　満 川﨑造園
横 浜 港 南 石井　眞弘 眞翠造園
川 崎 南 髙橋　弘治 ㈱植春造園
川 崎 北 持田　明彦 庭乃持田園㈲
川 崎 北 吉垣　義光 ㈲庭科産業
横 須 賀 ○髙橋　　勇 ㈲庭創
湘 南 東 ◎渡部　定男 ㈲植定
湘 南 西 篠塚　靖彦 緑栄造園土木㈱
湘 南 西 大澤　正男 ㈲植勘大沢造園
湘 南 西 遠藤　幸雄 ㈲遠藤商事
藤　　　 沢 長谷川好正 長谷川造園
県　　 央 岸　　　只 岸造園
県　　　 北 上野　直紀 京浜実業㈱
相　模　原 服部　一好 ㈱原中園
相　模　原 佐藤　雅人 ㈱植雅庭園

県域青年部会幹事一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴　　 見 中西　隆之 緑創園
港　　　 北 鈴木　　修 鈴木造園
緑　・ 東 岸　　聡志 ㈱貝塚造園
緑　  　 南 井上　　純 ㈲井上園
緑　・ 西 荒井　重博 荒井園
神 奈 川 佐藤　幸樹 ㈱佐藤造園
神 奈 川 ○小山田照蔵 一造園土木㈱

旭 関水　裕一 ㈲関水商事
旭 山岸　　誠 山鈴園

瀬　　　 谷 ◎小島　貴洋 小島造園㈱
瀬　　　 谷 相澤　賢一 ㈲日向山庭園
戸　　　 塚 三枝木寛也 大黒屋三枝木ガーデン㈱
戸　　　 塚 加藤　丈陽 ㈱信栄
金沢 ･ 磯子 黒川　辰也 ㈱金沢臨海サービス
金沢 ･ 磯子 橋本　喜之 ㈱ワールドグリーンメンテナンス
横 浜 中 央 黒岩　裕介 ダイチ緑建㈱
横 浜 南 石井　裕基 植茂園
横 浜 港 南 ○荒井　隆佑 アライグリーン㈱
横 浜 港 南 福岡　栄治 ㈲福岡造園
川 崎 北 石川　智史 ㈲斉藤造園
横 須 賀 吉倉　博樹 ㈲吉倉造園
湘 南 東 竹内　悟門 ㈱竹内庭苑
湘 南 東 内田　亮平 ㈲内田造園
湘 南 西 久保　恵祐 ㈲アート・グリーン
藤　　　 沢 本間　大樹 松南緑化産業㈱
県　　　 央 蛭田慎一郎 ㈱武蔵緑化
県　　　 北 鈴野　隆大 鈴野緑地土木㈱
県　　　 北 曽根　忠和 ㈲大曽根造園
相　模　原 田中　秀弥 ㈱境造園
相　模　原 溝呂木　智 溝呂木園芸㈲

協会・役員一覧表
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要望書の提出

●会員名簿の変更●
（平成27年度名簿）

　新入会員

○港北支部
　山﨑園
　代表者　山﨑裕詞
　〒224-0042　横浜市都筑区大熊町119-2
　TEL･FAX045-620-7120
○金沢磯子支部
　衆芳園
　代表者　西田太郎
　〒235-0021　横浜市磯子区岡村3-10-27
　TEL･FAX045-751-4414
○相模原支部
　新相模開発㈲
　代表者　國田章子
　〒252-0135　相模原市緑区大島11-400
　TEL042-703-9370　FAX042-703-9371
　溝呂木園芸㈲
　代表者　溝呂木正
　〒252-0327　相模原市南区磯部1427
　TEL･FAX046-255-7812

　代表者変更

○鶴見支部
　滝川造園（会員名簿P.23）
　　代表者　瀧川助夫→瀧川政美
　宮沢造園（会員名簿P.23）
　　代表者　宮沢一男→宮沢弘太
○緑・西支部
　㈲緑生園（会員名簿P.29）
　　代表者　村田竹生→村田典生
○瀬谷支部
　㈲相豊造園（会員名簿P.36）
　　代表者　相沢豊幸→相澤豊樹
○横浜南支部
　川﨑造園（会員名簿P.43）
　　代表者　川崎安男→川﨑満
○川崎北支部
　川崎工苑建設㈱（会員名簿P.48）
　　代表者　村井英雄→目代洋子
○横須賀支部
　谷本緑化㈱（会員名簿P.51）
　　代表者　谷本正美→谷本俊一
○藤沢支部
　河江造園（会員名簿P.59）
　　代表者　河江景治→河江好夫
○県北支部
　㈱サガミグリーン（会員名簿P.64）
　　代表者　吉川章→池田悦久
○相模原支部
　㈲小山造園（会員名簿P.65）
　　代表者　小山芳男→小山昌司
　㈲植勇造園（会員名簿P.65）
　　代表者　小山勇→小山善弘

　住所変更（住所表示変更）

○川崎北支部
　吉田園司土木㈱（会員名簿P.47）
　〒216-0035川崎市宮前区馬絹3-17-27
　TEL044-852-2282　FAX044-853-0464

　ＦＡＸ変更

○緑･北支部
　㈱きたむらGARDEN（会員名簿P.27）
　FAX045-507-7733

　TEL・FAX変更

○緑・西支部
　中山造園（会員名簿P.31）
　TEL045-481-6577　FAX045-481-6527

　住所・TEL・FAX変更

○県北支部
　フォーシーズン
　〒251-0056藤沢市羽鳥3-18-1
　TEL0466-37-1080　FAX0466-37-1088

　社名・TEL・FAX変更

○賛助会員
　やまびこ東部㈱（会員名簿P.67）
　→やまびこジャパン㈱東日本支社東京支店
　TEL0428-32-6777　FAX0428-32-6778

　社名変更

○横浜中央支部（会員名簿P.42）
　社名　アライ･ランドスケーピング
　→㈱アライ・ランドスケーピング
○湘南東支部
　社名　得丸英人→得丸造園土木

　大変申し訳ございません名簿の訂正
　をお願い申し上げます。
　○保土ヶ谷支部
　　都市緑合緑地㈱（会員名簿P.35）
　　　代表者　早坂英司→保坂英司

　

協
会
と
神
奈
川
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
・
神

奈
川
県
植
木
連
合
会
と
共
催
で

平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
病
害

虫
防
除
関
係
者
講
習
会
が
七
月

七
日「
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
実
施
さ
れ
総
勢
九
五

名
（
造
園
業
協
会
四
二
名  
県
・

市
町
村
・
植
木
連
・
そ
の
他
団

体
五
三
名
）
が
参
加
、
二
時
間

半
に
亘
り
「
農
薬
取
締
法
と
適

正
使
用
」「
農
薬
を
安
全
に
使

う
た
め
に
」「
農
薬
用
マ
ス
ク

の
知
識
と
使
い
方
」
の
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

 「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
四
項
目
～
提
出

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と
日

本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県

支
部
共
同
で
、
七
月
十
日
に
自

由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連
合

会
・
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議

会
議
員
団
へ
、
昨
年
と
同
様
の

四
項
目
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

要
望
事
項
と
し
て
、①
景
気
・

環
境
対
策
と
し
て
、
計
画
的
な

社
会
資
本
の
整
備
保
全
や
既
存

　

四
月
二
十
七
日
、
浜
松
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
に
お
い
て
視
察
研

修
会
を
開
催
。

　

神
奈
川
県
議
会
自
民
党
み
ど

り
の
会
議
員
六
名
と
小
山
会
長

を
は
じ
め
会
員
十
二
名
の
十
八

名
が
参
加
し
、
浜
松
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
理
事
長
塚
本
こ
な
み
先

生
に
、
緑
の
効
用
・
公
園
の
有

り
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
視
点

か
ら
御
講
演
を
頂
き
、
ま
た
、

　

お
三
の
宮
日
枝
幼
稚
園
に
お

い
て
、
七
月
十
七
・
十
八
日
の

二
日
間
で
、
校
庭
芝
生
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
八
名
が
参

加
し
、
同
幼
稚
園
で
は
三
回
目

と
な
る
テ
ィ
フ
ト
ン
芝
の
捕
植

工
事
が
実
施
さ
れ
、
一
日
目
に

は
テ
ィ
フ
ト
ン
ポ
ッ
ト
芝
の
持

ち
込
み
と
堆
肥
散
布
、
整
地
転

圧
を
行
い
、
二
日
目
に
は
園
児

と
と
も
に
芝
の
植
付
を
実
施

し
、
園
児
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、

園
長
か
ら
は
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の

二
日
間
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
技
術
教
習
所

神
奈
川
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

二
十
五
名
の
参
加
を
得
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
座
学
、
二
日
目
に

は
実
技
の
講
習
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
二
日
間
を
通

し
て
集
中
し
た
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

四
月
二
十
八
日
Ｉ
Ｈ
Ｉ
技
術

教
習
所
神
奈
川
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
三
十
八
名
の
参
加
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

樋
熊
公
園
緑
地
部
会
副
部
会

長
の
挨
拶
後
、
講
習
会
が
は
じ

ま
り
、
一
日
集
中
し
た
講
習
会

に
な
り
ま
し
た
。

都
市
公
園
の
再
整
備
、
緑
地
の

保
全
、
緑
化
の
積
極
的
な
推
進

を
実
現
す
る
た
め
緑
化
関
連
公

共
事
業
予
算
の
確
保
・
増
加
と

受
注
機
会
の
確
保
②
公
園
・
緑

地
及
び
道
路
、
河
川
、
港
湾
、

住
宅
施
設
な
ど
の
う
ち
造
園
に

関
わ
る
整
備
及
び
維
持
工
事
は

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
分
離
し

指
定
建
設
業
種
で
あ
る
造
園
専

門
事
業
者
に
発
注

を
、
ま
た
、
造
園

技
能
士
等
各
種
資

格
所
有
者
の
技
術

力
の
評
価
と
有
効

活
用
③
一
般
社
団

法
人
日
本
造
園
建

設
業
協
会
認
定
の

街
路
樹
剪
定
士
の

積
極
的
活
用
と
街

路
樹
剪
定
士
を
下

請
け
で
は
な
く
元

請
け
の
条
件
と
し

て
仕
様
書
の
明
記

④
校
庭
及
び
園
庭

の
芝
生
化
の
推
進

並
び
に
グ
ラ
ン
ド
基
盤
の
整
備

を
図
る
た
め
の
助
成
措
置
と
芝

生
化
工
事
及
び
維
持
管
理
工
事

の
造
園
専
門
業
者
へ
の
発
注
に

つ
い
て
、
造
園
業
界
の
大
変
厳

し
い
現
状
を
ふ
ま
え
て
要
望
事

項
の
実
現
に
向
け
て
強
く
申
し

入
れ
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
魅
力

的
な
都
市
公
園
整
備
や
魅
せ
ら

れ
る
街
路
樹
の
観
光
化
、
街
路

樹
を
抜
本
的
に
変
え
る
こ
と
が

可
能
か
、
街
路
樹
剪
定
士
の
資

格
を
有
す
る
事
業
所
数
の
内
、

協
会
業
者
数
の
割
合
な
ど
の
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
造

園
業
会
と
連
携
し
て
一
緒
に
行

動
し
て
い
き
た
い
と
の
論
議
が

な
さ
れ
た
。

ティフトンポット植状況 施工前

園児とのティフトンポット植

樋熊公園緑地部会副部会長挨拶

視察研修参加者の皆様

伐木等の業務特別教育講習会の様子

　

こ
の
講
習
会
は
農
薬
散
布
時

の
人
に
対
す
る
健
康
や
周
辺
住

民
・
環
境
へ
の
安
全
性
確
保
の

大
切
さ
に
つ
い
て
発
注
す
る
側

の
行
政
と
受
注
す
る
造
園
関
係

事
業
所
が
共
通
認
識
を
共
有

し
、
円
滑
な
病
害
虫
防
除
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
な

講
習
会
で
、
講
習
会
終
了
後
出

席
者
に
は
「
修
了
証
」
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
平
成
三
十
年
二

月
一
日
神
奈
川
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
実
施
す
る
計

画
で
現
在
受
講
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
申
込
希
望
者
は

協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
詳
細
は
神
造
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

病
害
虫
防
除
講
習
会
開
催

　
公
園
緑
地
部
会
活
動
報
告

　
視
察
研
修
会
を
開
催

　
経
営
研
修
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　 

吉
川
　
誠

　 

校
庭
芝
生
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

　
　
　   

吉
川
　
誠

（一）

（三）

議
員
と
の
意
見
交
換
を
含
め
大

変
有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　 

刈
払
機
取
扱
教
育

    

講
習
会
を
開
催

技
術
研
修
委
員
会
副
委
員
長

　
　
　 

北
村
　
義
輝

　 

伐
木
等
の
業
務
特
別

教
育
講
習
会
を
開
催

　
技
術
研
修
委
員
会
委
員
長

　
　
　 

北
村
　
義
輝

（二）

（四）

お
三
の
宮
日
枝
幼
稚
園

テ
ィ
フ
ト
ン
ポ
ッ
ト

芝
植
付
工
事
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に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

協
会
の
一
大
事
業
で
あ

る
実
技
講
習
会
、
技
能
検

定
実
技
試
験
、
学
科
講
習

会
も
無
事
終
了
し
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご

苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
実
技
講
習
会

　

七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五

日
迄
の
４
日
間
横
浜
農
協
き
た

地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
級
四
十
八
名
、
二
級

三
十
九
名
が
受
講
し
、
十
一
名

の
指
導
員
の
熱
心
な
指
導
を
受

け
大
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
判
断
（
要
素
）
模
擬

試
験
で
は
試
験
結
果
に
一
喜
一

憂
し
、
要
素
の
解
説
に
真
剣
に

耳
と
目
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
も
二
十
七
日

技能検定会場設営

技能検定２級課題モデル

技能検定１級実技講習会

技能検定２級実技講習会

技能検定判断（要素）模擬テスト技能検定１級実技試験

学科講習会

技能検定２級実技試験

技能検定会場設営

技能検定１級課題モデル

技能検定１級実技講習会

技能検定２級実技講習会

　
平
成
二
十
九
年
度

　
　
造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・
技
能
検
定
実
技
試
験
・
学
科
講
習
会
開
催

に
追
加
講
習
を
開
き
、
一
級

十
五
名
、
二
級
四
名
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
熱
中
症
対
策
と
し
て

途
中
十
分
の
休
憩
を
二
回
と

り
、
ま
た
、
受
講
者
に
塩
あ
め

を
配
布
し
ま
し
た
。

　
実
技
検
定
試
験

　

七
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一

日
迄
の
三
日
間
実
技
検
定
試
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
検
定
受
験
者
は
、
一

級
六
十
五
名
、二
級
百
〇
三
名
、

三
級
五
十
四
名
計
二
百
二
十
二

名
が
受
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
初
日
終
了
間
際
の
大

雨
に
よ
り
、
二
日
目
か
ら
の
試

験
場
内
は
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
し
た
が
、
検
定
員
・
補

佐
員
の
見
守
る
中
、
こ
れ
ま
で

の
研
鑚
と
日
頃
培
っ
た
技
を
発

揮
す
べ
く
、
一
心
不
乱
に
作
業

　

八
月
八
日
か
な
が
わ
労
働
プ

ラ
ザ
に
於
い
て
一
・
二
級
造
園

技
能
士
学
科
講
習
会
を
教
育
研

修
委
員
四
人
の
講
師
に
よ
り
午

前
・
午
後
に
わ
た
り
教
本
造
園

施
工
必
携
と
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
を

基
に
熱
心
に
講
義
が
行
わ
れ
一

級
二
十
八
名
、
二
級
二
十
四
名

計
五
十
二
名
の
受
講
生
が
真
剣

に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

一
・
二
級
造
園
技
能
士

学
科
講
習
会
を
開
催

学
校
訪
問
の
報
告

　

今
回
、
実
技
講
習
会
前
の
六

月
二
十
二
日
・
二
十
六
日
の
二

日
間
で
、
小
山
会
長
と
足
立
原

理
事
で
、
神
奈
川
県
立
相
原
高

等
学
校
・
平
塚
農
業
高
等
学

校
・
日
本
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校
・
古
田
島
総
合
高
等

学
校
・
中
央
農
業
高
等
学
校
の

五
校
を
訪
問
し
、
造
園
業
の
後

継
者
育
成
と
協
会
員
の
さ
ら
な

る
確
保
、
２
・
３
級
造
園
技
能

士
試
験
に
み
ら
れ
る
造
園
技
術

の
承
継
及
び
生
徒
の
進
路
状
況

な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
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女性がより活躍できる
造園業界を目指して
～造園業界の未来を担う高校生が思うこととは～

少子高齢化等により人材の確保が難しくなっており、各企業は新卒学生に対する採用活動を早めているとニュースで流れていま
す。一方、売り手市場で学生達にとっては自分の将来像を描きつつ就職先をじっくり選ぶことが出来るようになっています。造
園業界でも人手不足、後継者不足は深刻な問題で、特に若年層の確保はこれからの業界を左右する大きな課題となっています。
そこで今回は将来の担い手、高校で造園を学ぶ女子生徒にインタビューを行い、仕事としての造園をどのように考えているかを
聞いてみました。答えてくれたのは県立相原高校環境緑地科の女子生徒 8人（３年生２人、２年生 6人）。当日は造園技能検定
直前の週末、実技練習のまっただ中で、昼休みの貴重な時間を割いて頂きお話を聞くことが出来ました。

昼食をとりながらのインタビューとなりまし
たが、気さくに思っていることを話して頂き、
貴重な意見を聞くことが出来ました。集合写
真を撮るよとカメラを向けるとピースサイン
を出すのは女子高生だなあと感じました。
練習会場でお話を聞いた室井副校長には「結
婚、出産などで一時仕事を離れることもある
かもしれないが、産休や育児休業などの制度
を充実させて仕事を続けられるような環境に
してもらいたい」との意見を頂きました。ま
た造園の授業を担当する早見先生は「女性だ
からといって区別することなく、男性と同じ
ように仕事をして欲しい。企業側も気にしな
いでどんどん採用して欲しい」ということで
した。技能検定の練習で、手際よく課題を作
成していく学生さんの様子を見て、皆さんが
活躍できる業界づくりをより進めていかなけ
ればと思いました。（情報委員長　犬山）

●入学前の説明会で、先輩が技能士の練習を
していてカッコイイなと思いました。目標に
向かって頑張れるような自分がいいなと思っ
て選びました。
●私は実習が多く、普通科より楽しそうだっ
たので選びました。見学会でも普通高校の説
明は固い感じだったのですが、この高校は動
きを入れながら教えてくれて楽しそうだなと
思いました。
●中学３年の初めは何も決めていなかったの
ですが、その頃たまたまテレビで造園をやっ
ていて、すごくカッコイイなあと思いました。
そんな時に、友人にここの体験入学に誘われ
て、来てみたら「むっちゃ楽しい」と思って
ここに入ろうと思いました。

■相原高校は神奈川県立高校で環境緑地
科がある数少ない高校なのですが、普通
科や他の学科でなくなぜこの学校の学科
を選んだのですか。

●女性が少ないと聞くので「女性だから石を
持てない」とか「力が弱くて働けない」とか
思われているのかなあと思っています。それ
にずっと外の作業だから体力的にもきつい仕
事なのかなと。
●女性だから石とか重い物とか持てないで
しょ？とか思われるのは悔しいので男性と平
等に見て欲しいけど、出来ないところはサ
ポートして欲しい。
●残業とかあまり遅くなるのはイヤです。

■現在の造園業界には女性が少ないので
すがどう思いますか？

●樹木の名前を覚えるのとかが楽しいですね。
●普通教科はそれほどでもないのですけどテ
ストとかもあるし・・・苦手です。でも専門
教科は先生とか友達とかと話しながらやった
り、授業もワイワイしながらやっているので
楽しいです。
●外構から植栽を含めた住宅の庭園のデザイ
ンをするのですが楽しかったです。CAD で
なく手書きなのですが。

■実際に造園を専攻しているのですが何
がどう楽しいですか。

●自分は女性だし、造園業は男性が多い世界
なので、人間関係のいい会社がいいのかなっ
て思います。あとそこで自分がやりたいこと
が出来るか、男性よりも体力や力は劣るので
休みもしっかりあったらいいと思います。
●休みが欲しいです、週休二日は普通に。
●自分が今は何をやりたいかははっきりして
いないけど、やりたいことと仕事の内容が一
致していて欲しい。中途半端にはやりたくな
いから。

■これから造園の世界に進む人もいるの
と思うのですがどんなイメージを持って
いますか。就職するときにポイントとす
るのはどんなところですか。

●造園業で働く男性は、年を取ってもカッコ
イイなと思う。でも今のクラスでは、女子の
方が強いし、男子は弱々しいから大人になっ
て欲しい。
●この学校だからかもしれないですけど、同
じ勉強をしている人だから近くにいると同じ
匂いがするので、同じ空間にいると居心地が
良いように感じる。

■最後になりますが、造園業で働く男性
にはどんなイメージを持っていますか。

●私は造園の道に進むのが決まっています
が、もともと設計・デザインがやりたくて、
そのためには現場のことも知っておかなきゃ
いけないなと思って。だから造園会社に就職
して、後々は自分で庭の設計とか出来たらい
いなあと思っています。
●造園のことを深めたいから大学も造園関係
の方に行きたいです。
●大学には行くかわからないですが、造園か
どうかはわからないけど知識を生かせる世界
に就職したいです。

■卒業してからの進路はどう考えていま
すか。すぐではなくて将来の夢とかがあ
れば教えて欲しいのですが。

●私は大学に進学したいなと思っています。
●私はデザインをやりたくて、この春に「バ
ラとガーデニングショウ」に出展して経験し
てから花の勉強もしてみたいと思っていま
す。花の装飾やデザインの専門学校に行きた
いです。
●造園とは全く関係ないことに興味があります。
●今はなにも決めていないのですが、ここで
学んだことを生かせればと思っています。そ
れに行けなかったとしても、相原高校に来て
から外の樹木とか「これ何の木だろう？」と
か考えるようになったので、仕事には生かせ
なかったとしても日常生活には生かせるのか
なと思っています。

３年生　阿部　史佳さん　　田所　千奈さん
２年生　杉本　亜海さん　　尻無浜　小春さん　　小牧　優花さん
　　　　木村　舞美さん　　古川　歌凜さん　　　菅野　未帆さん

今回インタビューに
協力してくれた方々
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双
方
か
ら
成
る
伝

い
落
ち
で
、
何
と

も
静
か
な
水
の
音

を
奏
で
て
お
り
、

癒
し
の
空
間
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
姫
路

市
内
の
酒
蔵
で

少
々
利
き
酒
を
楽

し
み
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。 

　

今
回
も
、
其
々

の
地
域
の
歴
史
や

作
庭
を
学
ぶ
事
の

出
来
た
視
察
研
修

会
と
な
り
ま
し

た
。

　当協会は､造園緑化事業ﾆ関する調査研究などを行い造園技術の向上

と造園事業の健全な発展を図り、都市環境の整備促進や都市緑化推進

の事業に取り組んでいます。

　これからも会員の協力と繁栄のため力をあわせて前進して行くことを目的

として、今後の県内の都市緑化に係るイベントの参加に向けて今回当協会の

マスコットキャラクターが誕生しました。

このキャラクターの名付け親を募集いたしますので、ご応募お待ちしております

キャラクター

 の名前

応募方法：この用紙を郵送又は FAX で下記まで送付願います。

送 付 先  : 〒231-0014 横浜市中区常盤町 2-10　　FAX045-662-4381

応募締切：　平成 29 年９月末日

由来があればお書き添えください

※ 採用者には記念品を贈呈いたします。（同一名重複の場合は抽選で最大 5 名）

名前の発表は 10 月以降当協会ホームページ上にて行います。

※ 応募は自作かつ未発表のものに限ります。また命名後の著作権は当協会に帰属します。

※ この応募に係る個人情報は適切に管理し、他の目的に一切使用いたしません。

　

四
月
九
日
（
日
）
か
ら
四
月

十
日
（
月
）
鶴
見
支
部
で
は
、

毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
、
視

察
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
岡
山
県
・
兵
庫
県

方
面
へ
、
会
員
十
三
名
、
賛
助

会
員
三
名
、
青
年
部
一
名
、
計

十
七
名
に
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
、「
岡
山
城
」
か
ら

隣
接
す
る
「
後
楽
園
」
へ
。

　

昭
和
二
十
七
年
に
特
別
名
勝

に
指
定
さ
れ
た「
岡
山
後
楽
園
」

は
、
岡
山
藩
主
池
田
網
政
公
が

津
田
永
忠
に
命
じ
、
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
年
）
に
着
工
、
元

禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
年
）
に

完
成
、
後
々
手
は
加
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
お
よ
そ
十
三
年
か
け

て
創
ら
れ
た
大
名
庭
園
で
す
。

回
遊
式
の
こ
の
庭
園
は
、
花
葉

の
池
・
沢
の
池
・
花
交
の
池
と

大
き
く
三
つ
の
池
が
あ
り
、
旭

川
か
ら
の
用
水
を
利
用
し
、
庭

園
内
は
曲
水
の
景
と
し
て
各
池

へ
注
が
れ
て
い
ま
し
た
。（
現

在
は
伏
流
水
を
く
み
あ
げ
て
利

用
し
て
い
ま
す
。）
沢
の
池
の

周
り
は
一
面
に
野
芝
が
貼
ら

れ
、
藩
主
が
後
楽
園
を
訪
れ
る

際
、
居
間
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
延
養
亭
か
ら
望
む
景
は
ま

さ
に
雄
大
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
し
だ
れ
柳
の
並
木

が
美
し
い
倉
敷
川
を
中
心
と
し

た
、
倉
敷
美
観
地
区
を
散
策
し

ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
、
兵
庫
県
姫
路
市

の
塩
田
温
泉
に
宿
泊
し
、
親
睦

を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、世
界
文
化
遺
産
・

国
宝
「
姫
路
城
」
へ
。

鶴
見
支
部
視
察
研
修
会

　 

鶴
見
支
部
情
報
委
員

前
田  

陽
介

岡山後楽園にて

姫路城にて

　

白
漆
喰
層
塗
籠
造
（
し
ろ

し
っ
く
い
そ
う
ぬ
り
ご
め
づ
く

り
）
と
い
う
工
法
で
塗
り
重
ね

ら
れ
た
壁
は
白
く
輝
き
、
別
名

「
白
鷺
城
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

圧
倒
さ
れ
る
姿
で
し
た
。
ま
た

桜
の
開
花
時
期
に
も
恵
ま
れ
、

石
垣
上
か
ら
お
堀
へ
と
流
げ
し

て
い
る
桜
の
枝
ぶ
り
は
花
び
ら

を
注
い
で
い
る
か
の
よ
う
で
、

と
て
も
美
し
い
姿
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
姫
路
城
を
借
景
と

す
る
、
姫
路
城
西
御
屋
敷
跡
庭

園
「
好
古
園
」
へ
。

　

こ
の
庭
園
は
、
平
成
四
年

に
開
園
し
た
新
し
い
庭
で
す

が
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

仕
上
り
で
し
た
。
こ
の

庭
園
の
特
徴
は
、
趣
の

異
な
っ
た
九
つ
の
庭
園

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

庭
園
ご
と
に
木
賊
垣
や

御
簾
垣
な
ど
で
区
切
ら

れ
、
其
々
の
空
間
ご
と

楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
延
べ
段
な
ど

の
園
路
を
通
じ
て
回
遊

出
来
る
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
中
で
も
「
御

屋
敷
の
庭
」
と
称
す
る
庭
園
内

に
架
か
る
呉
橋
と
も
思
え
る
渡

り
廊
下
か
ら
眺
め
る
滝
口
は
、

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

会員の皆様からのご応募を
お待ちしています。

月　　日 概　　要

9/21（木）or26（火） 副知事・県土整備局長・環境農政局長　Ｈ30予算要望ヒアリング

10/13（金） 関東甲信県造協交流会

10/14（土） 造園技能士コース開校式　9：00～

10/19（木）20（金） 出先土木事務所　Ｈ30予算要望ヒアリング

10/21（土） 第2回造園技能士コース　9：00～

10/22（日） 第38回よこはま技能まつり
10/28（土） 第3回造園技能士コース　9：00～
11/14（火）「かながわのみどりを創り育てる」

講演会・集い・担い手三法研修会
11/16（木） 神造協第17回親睦ゴルフ大会（相模原ゴルフクラブ）

事
務
局
情
報

（
月
間
行
事
一
覧
）
●
諸
会
議
そ
の
他

姫路城石垣上の桜

好古園　三角雪見灯籠

好古園　沢渡り石

好古園　滝口からの流れ

と
く
さ


